
宣 言 日 令和　　４年１０月　6日

住 所 さいたま市大宮区桜木町4-252

県 内 企 業 等 の 名 称 水ｉｎｇＡＭ株式会社　北関東支店

代表者役職 氏名 支店長　森　茂樹

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

テレワークと有給休暇取得の推進により、
ワークライフバランスの取れた職場づくり
を行う。
＜（現状値）202１年の数値＞
①在宅勤務利用率：30％（70日/236日）
②有休休暇平均取得日数：１3.3日/年

＜2030年に向けた指標＞

①４０％　②17.3日/年

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①３５％　②15.2日/年

社会貢献活動の一環として、環境美化活動
（ごみ拾い等）を実施する。
＜（現状値）202１年の数値＞
環境美化活動実施回数：7回/年（90人参
加）

＜2030年に向けた指標＞

11回/年（150人参加）

＜取組開始３年後に向けた指標＞

9回/年（1２0人参加）

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

２０21年比　２０％削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2021年比　１０％削減

ＤＸへの取組強化を推進し、ペーパーレス
化を加速させ、コピー用紙使用量を削減す
る。
＜（現状値）2021年の数値＞
コピー用紙使用枚数：55,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社グループは、『持続可能性（サステナビリティ）』という言葉が広く認知されるよう になる50年以
上も前から、国内外における水インフラの建設・管理を通じて、安心・安全な社会の実現に取り組んで
まいりました。
SDGｓで掲げられた目標を強く意識した企業活動を続けることで、更なる経済価値・社会価値・環境価
値の創造に向けて取り組んでまいります。

水ｉｎｇＡＭ株式会社　北関東支店

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


